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第一章 緒 言

胎 見 ノ・胎 盤 ニ テ呼 吸 シ且 ツ新 陳 代 謝 テ行 フ モ、

母 膿 血液 中 二存 スル事 アル ベ キ胎 見 二有 害 ナル

或 ハ異 常 物 質 トナ ルベ キ者 ガ胎 盤 テ通 過 シテ胎

見 二達 シ得 ル ヤ ハ不 明 ノ黙 多 シ。 唯 母 禮 血液 中

一 入 レル水 溶 性 藥 物 ガ胎 盤 テ容 易 二通 過 シテ胎

見 二達 スル事 ノ・Gusserow(1)以 來 諸 家 ノ研 究 ニ

ヨ リー 般 二認 容 セ ラル ・所 ニ シテ、彼 ノ、1871年

胎 見 ノ新 陳 代 謝 二關 スル研 究 二於 イ テ妊 娠 末期

ノ婦 人 数 名 二 沃 度加 里総 量7.5-26.09テ 静脈

内 二注 射 シ、 産 後 切見 ノ尿 中 二沃 度 反 慮 現 ル ・

斗認 メ タ リ。 小 笠 原(2〕ハ1925年 妊 娠 セ ル家 兎

一Morphin,Pantopon,Scopolamin,Pilo-

carpin,Pituitrin,Secacornin,Nikotin,Chl-

oralhydrat,Blei,gelberPhosphor,Chloro-

form等 テ川 ヒタ ル ニ是等 藥 物 ノ・一 定il1:ラ超 ユ

レバ胎 見 ノ艦 紅 織 二種 くノ憂 化 テ、 同時 二胎 盤

二於 テ ノ・更 二 著 明 ナ ル組織 學 的 愛 化 テ 來 λ テ

認 メ シテ以 テ、 胎 盤 ノ・藥 物 等 ニ テ其 細 胞 ガ障碍

テ蒙 リ タル時 二異 常 物 質 テ容 易 二通 過 セ シムル

ニ非 ザ ル カ ト言 ヘ リ。 術1928年 ニ ノ・B.Brahn

及G.Weiler(3)ノ ・妊 娠 家 兎 ノ静 脈 内 二 金 ノ無

機 化 合 物 タルSanocrysinノ 水 溶 液 ラ注 射 シ、

生 レタ ル仔 兎5匹 ノ中2匹 テ出産 直後 二殺 シテ

其 屍 膿 テ灰 化 セ シメ化 學 的 方 法 テ以 テ検 シタル

ニ金 ノ痕 跡 テ讃 明 セ リ ト言 ヘ リ。 其 他 村 上(9)ノ・

1922年 脂 肪 禮 ノ 胎 盤通 過 テ 病 理 組 織 學 的 二謹

明 セ リ ト幾 表 セ リ。 藤 田(41ノ、嘗 テLapique及

ビGuillemonat{51,Boecker56),Lewien(7),

且orster(8)等 ト同様 二 胎 見屍 燈30例 二 就 キ諸

臓 器 ノ鐵 含 量 テ化 學 的 二測 定 シテ妊 娠 月撒 別 二

観 察 々 ・二其 成 績 ノ・Lapique等 ノ夫 ト略 ≧一

致 シ、血 液 中 ノ鐵 含 量最 モ高 ク、 肝 臓 、 脾臓 之

二次 ギ、 磯 髄 最 低 一 シテ、 且 ツ妊 娠 月撒 ノ進 ム

ニ從 ヒテ肺臓 ノ鐵 含 量 ハ其 檜 加 最 モ著 明 ナル ヲ

知 レ リ.

然 ル ニ膠 質 ノ胎 盤 通 過 二關 シテノ・否 定論 者 甚 グ

多 ク、1869年 初 メ テHoffmann及 ビLanghan

lo)・・朱 ノ膠 質 溶 液 ラ
、Fehling11),Ahfeld12)・ ・

1877年 各 支 墨 汁 テ 妊 娠 家 兎 ノ 静 脈 内 二注 入 セ

ル モ総 テ是 等 ノ胎 見 移 行 号認 メザ リキ。 其 後 生

膿 染 色 ノ 研 究 勃 興 シ1909年Goldmann131ノ ・

Azo一酸 色 素 チ以 テ 鼠 拉 二 白鼠 ノ 胎 見 生禮 染 色

テ試 ミタル モ結 果 ハ陰 性 二終 レ リ。 井 岡曲 ニ ョ

レバCarminテ 母 獣 血 管 内 一 注 射 ス レバ 羊 水

ノ・著 色 テ來 ス モ胎 見 細 胞 ニ ノ・色 素 テ見 ザ リ シテ

以 テ、 彼 ハ色 素 ガ胎 見 二 入 リ更 二胎 見 ヨ リ排 泄

セ ラ レテ羊 水 ガ著 色 セ ラル ・二非 ズ シテ、 母 膿

ヨ リ直 接 二 羊 オ(中 一 禾多そテ ス ル モ ノ トセ リ。 又

Wislocky'151ノ ・1921年Trypanblau'斧 用 ヒタ

ル胎 見 生盟 染 色 ノ研 究 二於 イ テ、 其 羊膜 上皮 細
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胞 拉 二胎 見 膜 ハ著 色 セ ラ ル ・モ胎 見 膿 内 ニノ・色

素 テ讃 明 ス ル能 ・・ザ リ キ ト言 ヘ リ。 然 レ ドモ清

野'16》ニ ヨ レバ 胎 見 膿 内 一Carmin籏 色 素 ガ全

ク移 行 セ ズ ト言 フハ甚 グ疑 ノ・シク、 色 素 ノ甚 ダ

微 量 ノ・移 行 ス ル モ ノナ リ ト考 フベ キ モ ノニ シ

テ、 唯 斯 ヵ ノし微 量 テ吾人 ガ研 究 上 必 要 ナ ル 程度

二誰:111シ得 ザ ル ノ ミナ リ ト言 ヘ リ
。

膠 様 金,1鳥二關 ス ル文 獣 ・・甚 ダ 少 ク1887年Kru-

kenberg't7)・ ・硫 酸Bariumノ 膠 質 溶 液 テ 妊 娠

家 兎 二注 射 シ、Hofbauerisノ ・・1910年 膠 様 一銀

及 ピー硅 素 テ以 テ同 種 ノ實see・・}行 ヒタ ル モ雨 者

共 二胎 見 組 織 二再 ビ是 等 テ謹 明 シ能 ノ・ザ リキ。

然 ル ニ小 笠 原19)ノ・清 野 ノ説 二從 ヒ詮 明 法其 他 ノ

實 験 操作 二 号慮 テ加 ヘ テ實 験 テ行 ヒ、1正竿 ノ膠

質 ハ月台盤iテ通 過 ス ル 「拝實 ラ確 メタ リ。2Pチ 彼 ハ

Carmin一 色素 及 ビElecloid銀 及 ピー水銀 一・妊 娠

家 免 ノ耳ll捌長内 二注 射 シ、 化學 的 定 性 法及 ビ組

織 學 的 槍 査 チ併 用 シテ、是 等 ・、穂 テ胎 盤 ノSyn-

zitium細 胞 テ通 過 シ テ 胎 見 内 二 到 リ、 肝 臓 其

他 ノ内臓 二囁 取 セ ラル ・ヲ 識 明 セ リ ト爽 表 セ

リ。

斯 ク ノ如 ク膠 質 ノ胎 盤 通 過 二就 イテ ・・尚不 明 ノ

鮎 多 キ テ以 テ之 ・チ明 カ ニ セ'ラ'爲 二余 ノ極 メ テ

安 定 ナ ノし膠 俵 金Orsoレ'用 ヒテ次 ノ 如 キ 實 験

テ行 ピタ リ。

第二章 實験材料及方法

1.Orsol

之 ・・京 都帝 國 大學 理 學 部 堀 場 敦 授 ガ、 特 種 ノ方

法 テ以 テ金 属 金 ノ微 粒 子 ザ大 風 子 油 中 二高 度 二

分 散 セ シ メテ作 レル膠 様 金 ニ シ テ、Sol量19

中約3mgノ 金 一'含有 ス。 其 他 ノ性 状 二就 テ ハ

余⑳ ガ既 二登 表 セ ル論 文 中 二詳述 セル ガ如 シ。

2.金 ノ微IIセ検 出 法

且aber'2'及 ビ淺 田21)雨教 授 ニ ヨルMicro.anal.

ysisノ 乃'法即 チ水 中 二微 量 ノ金 ガ 存 ス ル場ky.r.

之 テ活 性 炭 素 粉 二吸 著 セ シメ タ ノし後、 更 二鉛塊

中 二集 翁 セ シム ル方 法 テ慮 用 誓 リ。 此 方法 ハ計

算 ニ ヨ リテ10-109迄 ノ金 量 一・測 定 シ得 ル者 二

シテ、 其 詳 細 モ亦 余 が既 二 獲 表'"セ ノロ麸 ナ リ.

3.實 験 方法

健 康 ナ ル妊 娠 末期 ノ 海狽 筋 肉 内 一 〇rsol総 量

21・Occm(含 有 全 量63mg)テ 数 同 二分 チ テ注 射

シ、 注 射 完 ∫ノ翌 日母 獣 ヲ殺 シ子 宮 内 二存 セ ル

胎 見 膿 テ取 リ出 セル ニ、 胎 見 ハ 凡 テ十 分 ナ ル 嚢

育 テ遂 ゲ84-1019ノ 艦 重 斗有 セ リ。

母 子禮 ノ各 々 ヨ リ内臓 及 ビ其 他 ノ組 織 斗取 リ出

シテ秤lsl:シ タル後 、 是 等 声細 切 乾燥 セ シメ、 乳

鉢 内 ニ テ飛散 セザ ル様 注 意 シテ粉 末 トセ リ。 實

験 二當 リテ ノ・是 等 臓 器 粉 末 ノー 定 量 ラ徐 々且 ツ

完 全 二炭 化 セ シ メテ 金 ノ定 量 二使 用 セ リ。

第三章 實験成績及考案

第一節 試獣及其飼料

一 群 ノ健 康 ナ ル雌 性 成 熟 海 瞑 中 ノー テ選 ビテ其

内臓 及 筋 肉、子 宮 、血 液 及 ビ其 飼 料 トセ ル大 婁、

種 々 ノ青葉 二就 イテ、 夫 等 ガ金 ザ全 ク含 有 セザ

・レ事 斗 本法 ニ ヨ リテ確 メ 知 ・後 二其 他 ノ動 物 二

就 イ テ本 實 験 ラ行 ヘ リ.

第二節 母子膿 内二於 ケノレ膠襟金分布

母 膿 ニ テ得 タル成 績 ハ 斜 ガ蛙 二が量表 セル 家 兎

二就 イテ試 ミタル實 験 ノ成 績 ト略 ミ同 様 ノ關 係

手不 シ、 網 状織 内被 細 胞 二富 ム臓 器 ∴ ・・貯 蔵 金

}il:多シ
。 梅 瞑 ニ テ モ亦肝 臓 ハ家 兎 ・1易合 ト同 様
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第1表 母 艦 内 ノ膠 様 金 万布Orsol使 用 旦21.Occm(含 有 金 量63mgノ

臓 器、 禮
液 共 他

實 験 換 算 金 量
_一

生臓器総重1

量叉 ・・容積

乾 燥 粉 末 量_一 一}}『一 一 一一

全 臓 器 使 用 量

1

槍 出 セ ル 金 量

一

各 臓 器 全;il:二

含 マ・り・金 総 量一 一一
一 一 一

9

一

919 、。岡g陛 慰 糧
一

}

10-69

i-10-8
肺臓(左 右)

心 臓

腎臓(左 右)

越

臓
}宮

妊

脾

子
ミ主身寸音K畢穿筋

8.0 1.11て)冒10.083 0.0443

1.5 0.凶5 0.093 0,0338

53.3 0.5891

5.0

32.5
　 　 　 　 マ 　　 　　

0.1
1

17.0

36.3

「296.0
1

0.1047

じ685 0.():330.1125
コ 　 　

0・01010・0510

0τ0170.0287

2.0250

5.244

0.148

1.237

」

0.065

血 液一

計 一一 一「」

0.1290.7

3.Occ司0.764

0.015

0.160

0.2654

9.2810

0。0004

510.026.7444

158.8 0.2496

408.3 5.0426

61873.3 /

0.2 /

子 宮 ヲ除 キ
29.7128

第2表
し

胎見艦内ノ膠様金分布 第1例

臓 器、骨豊

液 其 他

實 験
5換 算 金 量

一

生 臓器総重

量叉 ・・容積

乾 燥 粉 末 量
楡 出 セ ル 金 量

各臓 器全量 二

含マル,・金総量
一

全 臓 器1使 用 量

l

lg
9 9 10-6g

使用 粉末量
二封 スル率

　

10-69

10-8
一}一 一 一一

肺臓(左右) 1.5 0,210
一 『---

0,012
　 　}

0.0140
一 一 一

116.6
　 『

0.2450

心 臓 0.5 0,070 0,022 0.0013 5.9 0.0040

腎臓(左 右) 0.8 0,110 0.04610.0040 8.6 0.0092

肝 臓 4.2 0,985. 0.030}0.0004 1.3 0.0131

脾 臓 0.2 0,005 0.00510.0004 8.0 0.0004

胎 盤 4.3 0,610 0,036 0.1125 312.4 1.9012

血 液 2.Occm 0,518 0,120 0.000210.1 /

計 胎 盤 ヲ除 キ
0.2717

第3表 胎 見膣 内 ノ膠様金分布 第2例 一

臓 器、罷
液 其 他

1

實

乾 燥 粉 末 景
楡 出 セ一

全 臓 器1使 用 量
生 臓 器総 重

量 叉 ・・容 積
「 一一 一 『 『-

lgIg
{1

9 10-6g
一

一
肺 臓(左 右)

一一
1,710,200 0,012 0.0173

心 臓 0,610,080 0,060, 0.0021

腎臓(左 右ブ 1,210,130 0,025 0.00211

肝 臓 5,811,005 0.03t) ・・…41

脾 臓 0.2 0,007 0,007 0.000411
一 一 　

盤
　

4.5 0,600 0,032
iO。1005

胎
一一 一一

血 液 2.Occ司0.508 10.108}0.0002一_一 『 一 一 一 一一 一

計1
」

冒

使用粉末記

{

1

胎盤 ヲ除 キ

1 0.3145

験 換 算 金 量

各 臓 器 全 量 二
1含マ・り・金 総 量

二封 ス ル卒110-69

10-91

144・110・2871

3.50.0027

0.01098.4
__-1

1.310.0134

5.7「 ・.…4

314.01。8793

0.⊥i/



第6號 】 佐藤=膠 様翁 ノ胎盤通 過 二關 スル實験 的研究 837

第↓表 胎見饅内ノ膠様金分布 第3例

實 験 睡 算金量
重
積

総
容

器

ハ

臓
叉

生
量

ー
馴

膣
他

器
其

臓
液

9

乾 燥 粉 末 量
全 臓 器 使 用 量

9 9

ヨ騨 左㌣1…ll…ll;『
・序　療 差石 「-f万 一　-0

.117

月干 且藏14.70.990

可卑 臓b.要 「"0.005

胎 盤4.20.565

血 液2.eccmiO.525

0.015

i各臓 器全 量 二楡
出 セ ノレ 金 量i含 マルル金 総 量

使 用 扮末},号:
10一"91三 醤 刃 哩10-6g

IIO--s

O,2270115.30.0173

0.033

0.037

0.0013

0.0028

0.055

0.005

0.0008

0.0602

0.034 0.1286

0.320 0.0004

3.9

7.5

1.4

0.0027

0.0086

0.0144

0.00024.0

3ラ8.2「-1.7489

0.1/

計 1胎 盤 ヲ 除 キ1
0.2529

ニ ー1{要ノff}貯 藏 臓 器 タ リ。 子 宮 ノ貯 蔵 金 量 ガ 大

ナ ノ1ノ、妊 娠 ノ爲 二1価 夜3多 二1":二有 ス ノし窮 ナ ラ ン

カ 。

上 表 二明 カナ 八ガ如 ク、 胎 見 一 ノ・常 二金 テ謹 明

シ得 ル 斗以 テ母 艦 二注 射 セ ル膠 様 金 若 クノ微 粒

f金 ガ胎 盤量 通 過 セザ ル テ知 ル ベ シ。 唯 胎 盤 ノ

血 箸 構 造 二 關 入ル現 在 ノ學 詫 ノ下 ニ テノ・、 斯 ノ

如 ク膠 様 金若 クノ微 粒1金 ガ胎 盤 テ通 過 スル機

轄 二關 シテ之 テ軍 二滲 遡1撹;二 蹄 シ難 キ者 ア リ

テ、 或 ノ・金 ガ唯 機 械 的 二膀 帯 血 管 ノ毛 細 管 細 胞

ノ間 隙 一樋 過 入ル ニ 非 ザ ル ヤ 号 疑 ノ・ザ ル テ得

ズ。 原 來Orsol・ 極 メ テ 堅 固 ナ ル 膠 質 ニ シテ

良 ク高 熱 、 機 械 的 障 碍 二堪 ユ ル モ、 之 ガ動 物 鵠

内 ノ如 ク種 々 ノ酵 素若 クハ種 々 ノ化 學 的性 状 ヲ

有 スル罷 液 中 二永 ク存 ヘル場 合 二依然 膠 質 トシ

テ存 一ヘルヤ否 ヤ ノ鮎 ハ現 在 不 明 ナ ノし問題 トシテ

余 二遺 サ レ タ ル研 究 事 項 タ ル テ以 テ、 胎 盤 中 二

テ母 禮 血 液 中 ノ膠 様 金 若 クハ微 粒 子 金 ガ如 何 ナ

ル機 轄 ノ下 二胎 見 血 管 内 二移 行 ス ル ヵ テ虹:二明

言 シ難 キ ラ憾 ミ トス。 此 黒占二關 シテ ノ・余 ノ・之 テ

他 日 ・Fネテ報1'i'シ得 ・レ機 會 ア ラ ン事 テ希 フ者 ナ

リ^

又 各胎 見 ノ大 臓 器 ガ貯 藏 スル 金 穂 量 ノ・略 ミ等 シ

ク、 且 ツ胎 見 ノ之 等 五 臓 器 ノ金 組 量 ハ母 罷 ノ夫

二比 ス レノ`約106分 ノ1ナ リ。 更 二 各臓 器 二付

イテ ノ・呼 吸 機 能 ラ螢 マ ザ ル肺 臓 ノ貯 藏 金 量 が群

テ抜 イテ大 ナ ル ノ・胎 見 一見 ル特 異 現 象 ト言 フベ

キ モ其 詮 明 ラ得 難 ク、 恰 モ肺 臓 ハ異 物 タ ル金 二

封 スル濾 過 器 タル ノ藍見ア リ。

母 子 ノ間 ラ聯 絡 スル胎 盤 二大 量 ノ金 ガ見 出 サ ル

ル へ 異 物 二封 シテ胎 見 ラ保 護 セ ン トス ル機 能

ニ ヨル者 ノ如 キ モ恐 ラ クノ、然 ラズ シテ血 量 ニ ヨ

ル ナ ラ ン。

第四章 結 論

膠 様 金 ノ胎 盤 通 過 ラ確 メ ンガ爲 一 〇rsolテ 妊 娠

海 痕 ノ筋 肉 内 二2主射 シ、母 チ 艦 二就 イ テHaber

及 ビ淺 田 ノケ法4癒 用 シテ 金 ノ検 出 ラ行 ピ 欠ノ

事 實 テ認 ∠タ リ。

1.胎 児 ・鵠 内 二常 二微 量 ノ金 ・・諺 明 セ リ.

2.胎 見 ノ肺 臓 ・・母 艦 二反 シテ肝 臓 ヨ リ遙 カー

大 量 ノ翁 テ貯 藏 ス。

3.胎 盤 中 ニ モ亦 大 量 ノ金 テ見 出 へ。

欄 筆 スル ニ當 リテ懇 篤 ナ ル指 導 ト校閲 ⇒仰 ギ タ
■

・し三 戸 所 長 二 封 シ テ満 腔 ノ謝 意4畏'へ
。
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